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がん対策研究所の組織図  

がん対策  

企画評価  
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YeonjuKim，MD，PhD  
」苧jlしr・とり －   

1996 第1期がん対策10カ年計画  
1999 匡l家がん検診事業開始  
2000保健福祉部健康増進局がん管理課  
2001国立がんセンター設立  
2003 がん管理法成立  
2004地域がんセンター  
2006 第2期がん対策10カ年計画  

韓国におけるがん検診事業の経緯  

1999事業開始（胃・乳・子宮頚）対象は低所得者のみ  
2002国民健康保険加入者の所得下位20％に対象拡大  
2003肝追加・下位30％に対象拡大  
2004大腸追加  
2005下位50％に対象拡大  
2007下位50％の家族に対象拡大  
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国家がん検診事業ガイドライン  

GuidelineofNationalCancerScreenlngProgram   

検査  診間隔一 

匝司または×線検査  

マンモグラフィ  

と視触診  

匂 胃がん  40歳以上  2年に1回  

乳がん   40歳以上  2年に1回  

宮頸がん  匡空≡］ 2年に1回 頚部擦過細胞診  

肝がん  ？6ケ月に1回超音波とAFP  

匝  1年に1回  

＊40歳以上でHBsAg陽性またはanti－HCV陽性または肝硬変   

肺がん・子宮体がんは検診の対象外  

予算倍増、検診率50％  
絶
間
ゎ
が
ん
対
照
が
今
、
汁
冒
さ
れ
て
い
 
 

る
二
こ
の
荻
廷
で
が
ん
輪
ね
の
琴
転
義
右
童
 
 

・
n
岸
さ
ヤ
、
る
こ
と
に
成
功
し
、
今
任
は
甜
㌔
 
 

け
達
し
た
．
鮫
肌
仰
が
無
料
捜
於
を
怒
大
ま
モ
 
 

る
【
〃
て
、
民
間
の
キ
ャ
ン
べ
1
ン
も
偶
発
 
 

だ
′
．
窯
望
、
は
真
咋
の
が
ん
封
経
と
拓
い
乳
 
 

が
ん
職
於
貨
幣
瑠
で
、
死
亡
準
の
成
下
と
い
 
 

う
伐
異
そ
L
け
る
。
口
曇
」
ほ
散
村
が
稚
け
 
 

る
日
和
¶
乃
～
人
情
虎
受
給
＊
諦
㌔
」
の
珂
遵
 
 

へ
の
班
カ
l
見
え
て
こ
ね
い
 
 
 

（
綱
彗
告
・
伐
け
て
和
、
岡
崎
朋
す
）
 
 

が
ん
予
防
檎
給
セ
ン
タ
ー
で
大
嶋
の
内
蹟
 
 

塑
望
毒
す
る
毘
暫
ウ
ー
ソ
ウ
ル
郊
外
の
 
 

峰
絹
図
上
が
ん
セ
ン
タ
し
浬
什
￥
す
 
 

朝日新聞  
平成20年12月16日  

朝刊  

ソ
ウ
ル
古
澤
∬
に
あ
る
嫡
閤
は
 
 

上
が
ん
セ
、
ノ
ウ
⊥
け
が
ん
の
専
門
 
 

椚
貯
と
研
究
で
撃
つ
h
る
。
n
T
廿
 
 

日
月
、
旦
養
敏
循
晶
え
た
が
 
 

人
下
笹
粉
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
 
 

た
［
札
所
X
綴
欝
（
マ
．
ノ
モ
ク
 
 

■
ノ
ソ
ィ
ー
）
や
胃
の
再
胃
視
絶
稚
 
 

な
と
、
さ
ま
ぎ
象
－
綴
担
を
一
度
 
 

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
“
粥
畑
 
 

渦
博
な
ど
γ
彷
に
も
力
右
入
h
 
 

る
。
建
叩
的
蓮
恰
守
用
u
男
性
 
 

1
∩
5
ガ
て
（
的
丁
方
〓
り
、
々
 
 

輯皿のがん櫛饗鯵事の推移  
い0‘ち：  無

料
対
象
者
が
半
数
に
拡
大
 
 
 

疎．  さ●■■■■●亡■t「●■▲lYqp   
■■儀▼▼■l■J■暮■■●■■■・■ヽ■  

子宮熱がん  
－、｝一／  恕＝芸⊥ 

働  

乳がん ノノ′1邦訳遣誉芸  吐
1
言
n
り
▲
＝
．
（
杓
払
方
円
）
．
 
 
 

こ
う
し
た
私
好
機
防
以
外
に
公
 
 

的
が
人
噸
粋
が
ゐ
り
、
低
所
褐
老
 
 

け
坤
†
請
出
頭
領
咽
で
＃
杓
の
〃
 
 

人
検
胎
毒
け
ら
れ
る
．
 
 

．
昭
托
の
が
人
檎
推
考
撃
邦
 
 

Ⅴ
封
嗣
‥
・
㌦
に
讃
し
た
．
尉
毎
 
 

む
謂
・
声
％
か
■
つ
‖
・
8
げ
増
」
 
 
 

間
が
人
ヒ
ー
ノ
ク
ー
が
‖
月
慧
 
 

臼
、
増
給
宰
燕
脊
紹
炎
々
梵
来
し
 
 

た
。
粥
㍍
勧
め
る
▲
D
局
所
の
鴫
矩
 
 

の
ガ
鍛
膏
と
そ
れ
に
対
す
る
璧
於
 
 

欝  ／′大群がん  

／  

－‾■－－ 、            ■－■  

1、、、．…．．．・盲∴             1  
け璃の公的がん襖絵で、保線所から憎  
人あてに届く鞍内パンフレット 可が  
ん機首（上）や大■がん撲診（－ト）の  
流れがわかりやすく悦明されている  

【†Gl山一1  
≡ 04年 Gう 味  

（ヰ：Ⅲ三てヴ人1  

■
還
 
 

・
即
”
 
 

裾
は
「
）
留
が
ん
へ
4
0
表
土
、
ツ
ー
 
 

咋
ご
と
）
㍊
・
5
㌔
∵
大
場
力
l
ん
 
 

「
S
繊
以
L
、
辱
粍
）
調
‥
－
㌔
 
 

∵
、
仰
が
ん
（
1
1
り
繊
以
1
二
の
b
劉
・
 
 

C
封
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
争
り
、
 
 

圭
讐
」
と
）
拍
・
T
％
∵
札
が
人
 
 

－
、
欄
歳
以
仁
、
2
鉦
「
≡
｝
拍
・
 
 

1
㌔
Ⅴ
子
R
粗
が
ん
へ
∽
慮
以
 
 

上
、
ソ
薙
ご
と
）
5
9
・
9
％
だ
｝
 
 
 

伸
び
の
礫
糾
そ
朴
藩
・
間
が
 
 

ん
七
シ
タ
ー
が
ん
対
職
印
軍
門
経
 
 

u
 
l
特
有
で
憬
診
を
受
け
ら
n
る
 
 

人
の
基
大
壮
ど
対
策
の
▼
雷
巾
が
犬
 
 

注
い
．
．
M
昆
へ
の
ホ
ヤ
ン
ベ
J
ノ
 
 

も
浸
透
し
て
さ
た
し
と
謝
る
．
 
 
 

安
値
ポ
＿
責
輿
は
、
硯
が
遣
 
 

め
る
公
的
掩
絶
と
、
自
己
鰻
m
m
の
 
 

乱
費
惰
恰
の
合
計
だ
が
、
公
的
蟻
 
 

酸
が
J
分
の
り
着
古
め
る
．
 
 
 

瞳
の
が
ん
箪
に
蘭
与
し
て
き
 
 

た
小
錦
虔
に
ー
芸
レ
「
箸
帝
 
 

職
カ
l
蔓
蕪
科
で
受
け
ら
†
l
る
 
 

利
粧
カ
l
広
戸
レ
て
き
た
ー
0
2
年
に
 
 

は
封
た
占
の
畑
％
が
精
粗
だ
っ
た
 
 

が
、
飽
雉
に
渕
％
、
0
4
年
に
銅
瓢
 
 

に
拡
大
▲
．
無
料
r
－
な
い
－
雷
川
博
潤
 
 

も
、
公
印
輪
姶
な
ら
口
裏
は
 
 

巾
齢
貴
川
0
リ
由
で
、
実
技
か
ち
 
 

ユ
綱
に
下
が
る
ぅ
●
u
の
鮎
群
は
 
 

譜
“
槌
轟
晩
て
熊
野
中
開
の
多
 
 

′
、
比
健
一
蛋
で
カ
バ
1
さ
れ
、
 
 

吐
所
得
若
僧
は
臨
や
他
方
自
治
他
 
 

の
神
助
も
あ
る
。
稀
廣
媒
と
閂
 
 

・
他
力
を
合
わ
せ
た
が
ん
鴨
捻
子
 
 

騨
は
仙
咋
に
コ
8
1
3
せ
っ
で
、
 
 

3  



韓国におけるがん検診受診率  

指針に従ったがん検診受診率（％）  
がんの種類   

2004 2005 2006 2007 2008  

43．3  45．6  胃がん  2  39  

12．3  

19．7  

10．8 11．6  7．7   10．5  一般  
肝がん  

高危険群1  20  5  22．7  0 16  

19．2  20．1  16．8 18．2  
大腸がん2・3  

3  20  6  23  2   13  8  7  

乳がん4  2  38．4  40．6  45．8  49．3  

58．3  57．0  54，9  57．0  59．9  子宮頚がん  

加重平均受診率5  38．9 40．3 42．3 45．6 50．7  

1高危険群：．40歳以上でHBsAg陽性またはant卜HC＞陽性または肝硬変  

2全大腸内視鏡（10年に1回）または注腸（5年に1回）：5大がん検診ガイドライン  

3便潜血検査（年1回）：国家がん検診事業ガイドライン 4マンモグラフィ  

5各がん検診の対象者数（2007年）で重み付けした加重平均受診率   

全国民（男40歳以上、女30歳以上）からランダム抽出した対象者2，038人  
に対する聞き取り調査（5大がん検診受診状況調査）の結果に基づく  

わが国の国民生活基礎調査によるがん検診受診率に相当  

世帯所得別にみたがん検診費用負担状況の分布  

■b NCSP  ． NH］   

（100％free）  （80％supported）  

㍑蕊蕊ぶん Private  

80   20  40  60  

100％  
半分が国家がん検診事業、半分が民間の検診  
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国家がん検診事業の受診率  

NationalCancerScreenlngProgram  

受喜多数／対象数  

検診間隔を考慮  

2002  2003  2004  2005  2006  

わが国の地域保健・健康推進事業報告によるがん検診受診率に相当  

国家がん検診事業の実施状況  

受診者数  がん発見数  

（1′000）  （発見率′％）  

2003   2004   2005   2006   2003  2004  2005  2006   

573   
653  662  1′383  

胃がん  577   1′150  1′525   （0．11）   （0．11）   （0．12）  ′ （0．11）   
356   729   

61  
385  

112  124  
乳がん  946  128 （0．03）   （0．02）   （0．02）   （0．01）   
子宮頸   

61   
6   28   

55   73   
27   

がん  
70   

（0．03）  （0．01）  （0．04）  （0．04）   

21  

122   199   211   83   91   145   152  
肝がん   

（45）1  （45）1  （100）1  （117）1  （0．19）之  （0．20）2  （0．15）  （0．13）   
113  

大腸がん  238   537   692  
99  207  289  
（0．04）   （0．04）   （0．04）   

919  1′875  
合計   1′132  1′347  2′688  3′351  885 （0．08）   （0．07）   （0．07）  2′309 （0．07）   
1：高危険群における受診者数，2：高危険群における肝がん発見率  
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● SchematicprocedureofNationalCancer＄creenlngPrograminKorea  
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国家がん検診事業の予算（2002－2006）  

！  仁  

10ウォン＝1円とすると、81億円 →   事‥  

・こ．一l                                                                  し －1ノ ■－’■－  

渋川蘭二〕  

耳甘月7モ   
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CancerFacts＆Figures2008inKorea  

→  

国家がん検診事業における単価（2008）  
料金  

種類   検査内容  
（ウォン）   

相談   生活習慣リスク要因の周知と医師による相談   5，020   

1．上部消化管×線   36，650  

胃がん  2．内視鏡   39，140  
3．組織診のための生検   27，530   

乳がん   マンモグラブイ   21，910   

子宮頚がん   PAPスメア（擦過細胞診）   5，690   

1．腹部超音波   40，510  

2．血清αフ工トプロテイン（AFP）検査   

ORPHA法  4，480  
肝がん  0巨IA法   10，810  

3．GPT（ALT）   1，670  
4．B型肝炎抗原検査   2，730  
5．C型肝炎抗体検査   4，520   

1．便潜血検査   

ORPHA法（またはLatex法）  2，610  
0便ヘモグロビン検査   3，630  

大腸がん  
2．注腸検査   59，430  

3．全大腸内視鏡   58，500  

4．組織診のための生検   27，530   
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がん検診の国民への普及啓発  

ーノ王む彗＝望   

“曾”杢7招闇   

留吉印可古tさ   

フt召一書き   

営望望し1仁一  

◎…叫  臨 ■  
◎＝冨藍；毘：q．認㌫・・  

｛∵  
引用  
品・川嶋  

■；靂1lさフ言亡l†∃’7闊せ【▼：℡lさT7うゝ諷ぐ！tレ」・l▼  

韓国でがん検診受診率が急速に増加した理由  

●対象者に対する個人宛の受診勧奨通知を出したこと   

民健康保険公社が保険加入者名簿を利用   

潮通常の郵便で、受診日・受診機関は特定せず  

●国民への普及啓発活動を行ったこと   

所ネットワークを利用  

負担額を無料あるいは低額に抑えたこと   

巨一肇低所得者を優先し、順次拡大  
●政府が強力な関与をしたこと   

明確な指針（専門家委員会）と予算の裏付け  
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韓国でがん検診システムの課題  

●検診提供機関の整備  

●精度管理システムの確立  

保険システムの利用可能性  

個人識別番号によるがん登録との照合  

●民間によるがん検診の管理  

女性甲状腺がん荘意率の急増（超音波検査の多用）  

韓国個人識別番号（13桁）  

運転免許証  
個人IDカード  

手仝二当フlノ∴ 
環〕7－†20／6  

30112－18187  

増せ替玉首領人1鼠甘者386丁4  

2000．4∴ム 

‘召甘望呈専管人閥   

雪空巨人卜2Ⅸ沿，01．12  
プー む －2009．0411  
王己：  

2∝〉2．06．22 召プ1エ‡聖召   
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韓国における最近のがん羅患率の動向  

年齢調整率（1999年人口を基準）  
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